
～海の入口はここにある！

ダイビングを通じて地域に貢献したい～

カレントブルー・ダイビングセンター
　今回は冨士の木下街道沿いにある「カレント

ブルー・ダイビングセンター」を紹介します。

　代表の小川淳平さんはダイビングスクールの

店長などを経て、2009年に市川市でカレントブ

ルーを創業し、17年に現在の場所で事業を始め

ました。

　小川さんは「スキューバダイビングは、循環

器・呼吸器系の疾患がなければ幅広い年齢の人々が楽しめるスポーツで

すが、難しそうとか危なそうというイメージもあって実際にやったこと

がある人は少ないと思います。ここでは少しでもそのハードルを下げら

れるように、夏には敷地内に屋外プールを用意して、子どもたちがホー

スから空気を吸うことが試せる「ブクブク体験」を行ったりしています。

今年も計画していますよ。またレンタル機材も完備し、駅から伊豆や房

総の海への送迎も対応していますし、コロナ過で不安を感じられる人も

多いと思いますので家族単位でのチャーターも行っています。当センタ

ーを海への入り口と思ってもらいたいです」と語り、その手厚いサービ

スに驚いていると「要望があればバーベキューやキャンプ込みの体験も

対応していますよ。ダイビングショップは楽しそうなことは何でもでき

るところであり、そこで働く我々は遊びのプロなんです」と笑顔で話し

てくれました。

　また、ハードルが低いだけでなくスキューバダイビングの世界最大の

教育機関であるPADIのインストラクターコースも完備している県内で

も数少ない事業所で、ここで資格を取得された人が、ここやさまざまな

場所で活躍しているそうです。

　「ライバルが増えると大変になると思いますが、自分たちが盛り上げ

ることによって市内にダイビングショップがどんどん増えていき、ゆく

ゆくは『ダイビングのまち・しろい』と呼ばれるようになればいいなと

思います。白井は子育てにいい環境で若い世代も他地域より多いですが、

働きに行ったり、お金を使ったりするのは市外が多いと思います。『こ

こはベッドタウンではなく遊べる場所・働ける場所だよ』と発信してい

くことで盛り上げていきたいです」と小川さんは最後に夢を語ってくれました。

　皆さんも白井にある海の入り口に一歩踏み出してみませんか。

■問 産業振興課☎401-4641、カレントブルー・ダイビングセンター☎

047-441-6800
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